
垂心の存在証明

三角形ABCの点Aから辺BCに下した垂線の足をD，点Bから辺CAに下ろし
た垂線の足を Eとし、2本の垂線の交点をHとする。2点点CとHを通る直線と
辺ABの交点を Fとする。このとき、

AB⊥CF

となることを証明すればよい。

証明

三角形BDHと三角形BECは相似である。ゆえに、
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これを、DHについて解くと、
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両式をDCで割ると、
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(1)

ところが、△ADCと△BECは相似なので、
AD
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=

BE

EC
。すなわち、
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= 1。

これを、(1)式に代入すると、
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これは、△ABDと△CHDは相似であることを表している。 したがって、△BCF

もまた、それらと相似な直角三角形である。ゆえに、

AB⊥CF

は成り立つ。


